
主 な 内 容
◆６月定例会で審議された議案等　 　２～３Ｐ
◆一般質問　 　４～７Ｐ
◆各委員会の活動　 　８Ｐ
◆委員会報告　 　９～13Ｐ
◆議会の動き（４～６月）　 　14Ｐ

主
な
内
容

◆９月定例会で審議された議案等　 　２～４Ｐ
◆一般質問　 　５～７Ｐ
◆各委員会の活動　 　８Ｐ
◆委員会報告　 　９～13Ｐ
◆行政視察研修報告　 　14～15Ｐ
◆議会の動き（７～９月）　 　16Ｐ

（ 紫黒米は有色米の一つで古代米としても知られる。玄米に紫色の色素を含むのが特徴で、玄米の
皮にポリフェノールの一種であるアントシアニンという色素を含むため紫色をしている）
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◎
９
月
定
例
会

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
招
集
さ
れ
12
日
ま
で
の
８
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
５
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
（
委
員
長　
蛯
沢
正
紀
議
員
、
副
委
員
長　
斗
賀
高
太
郎
議
員
）
し
、
９
月
11
日
に
各
会
計
８
件
が
慎
重
に

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
12
日
の
本
会
議
（
議
案
審
議
）
に
お
い
て
そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
蛯
沢
正
紀
議
員
、
蛯
澤
正
雄
議
員
、
市
川
俊
光
議
員
の
３
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

健全化判断比率は基準値内

健全化判断比率� （単位：％）

区　　分
健全化判断比率

早期健全化基準 財政再生基準令和５年度
（A）

令和４年度
（B）

増減
（A－B）

実 質 赤 字 比 率 － － 14.09� 20.0�
連結実質赤字比率 － － 19.09� 30.0�
実質公債費比率 12.2� 11.7� 0.5� 25.0� 35.0�
将 来 負 担 比 率 82.5� 84.3� △�1.8� 350.0�

資金不足比率� （単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 備　　　考
上 水 道 事 業 会 計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計

－ 経営健全化基準　20.0

※資金不足比率は、資金不足額が生じていないことから「－」と表示している。

基金現在高の状況� （単位：千円）

基　金　名 令和５年度末現在高 令和４年度末現在高 増　　減
財 政 調 整 基 金 1,537,148� 1,405,975� 131,173�
減 債 基 金 253,394� 534,990� △�281,596�
そ の 他 基 金 2,416,795� 2,406,990� 9,805�

地方債現在高の状況� （単位：千円）

会　計　名 令和５年度末現在高 令和４年度末現在高 増　　減
一 般 会 計 10,526,926� 10,929,751� △�402,825�
農業集落排水事業特別会計 364,707� 406,166� △�41,459�
公共下水道事業特別会計 4,051,640� 4,139,890� △�88,250�

決算審査特別委員会
副委員長　斗　賀　高太郎

決算審査特別委員会
委 員 長　蛯　沢　正　紀
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令和５年度各会計決算８件を認定

令和５年度歳入歳出決算額� （単位：円）

会　　計　　別 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　引　　額

一 般 会 計 13,142,442,353 12,568,569,647 573,872,706 

国民健康保険事業特別会計 1,941,270,192 1,905,663,023 35,607,169 

後期高齢者医療特別会計 228,657,935 226,199,363 2,458,572 

介 護 保 険 特 別 会 計 2,889,439,688 2,761,291,440 128,148,248 

介護サービス事業特別会計 21,451,684 20,964,873 486,811 

農業集落排水事業特別会計 102,808,000 101,718,759 1,089,241 

公共下水道事業特別会計 734,324,195 722,650,180 11,674,015 

上下水道事業会計（収益及び資本的収支） 840,081,702 838,673,754 1,407,948

　一般会計については、歳入は前年度に比べ0.6％、7,346万9,479円減少して131億4,244万2,353円とな
り、歳出も前年度に比べ1.1％、１億4,492万9,689円減少して125億6,856万9,647円となったが、実質収支
額は４億4,129万4,706円の黒字となったものの、単年度収支額は2,721万1,790円の赤字となり、実質単年
度収支額では１億9,603万8,664円の赤字となっている。
　特別会計については、６会計の歳入合計で前年度に比べ0.9％、5,234万8,997円増加して59億1,795万
1,694円となり、歳出も、前年度に比べ0.2％、1,345万9,187円増加して57億3,848万7,638円となった。そ
の結果、実質収支額で１億7,876万4,056円の黒字となっている。

自主財源
29.1%

義務的経費
40.0%

投資的経費
10.7%

その他経費
49.3%

一般会計歳入財源別決算状況 一般会計性質別決算状況

町税
13.7%

人件費
11.0%

扶助費
18.4%

繰出金
10.5%

公債費
10.6%

物件費
12.4%

普通建設
事業費
10.4%

国庫
支出金
15.4%

県支出金
7.7%

町債6.8%

地方消費税
交付金3.0%

地方譲与税1.4%
その他0.7%

繰入金
12.7%

地方交付税
35.9%

補助費等
15.1%

積立金
8.4%

繰越金0.6%

使用料及び手数料0.8%

その他1.3%

歳 入 総 額
13,142,442千円

歳 出 総 額
12,568,570千円

依存財源
70.9%

維持補修費等2.9%

災害復旧事業費0.3%
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審　議　さ　れ　た　議　案　等
〇令和６年第３回東北町議会定例会（令和６年９月12日）
議案番号 件　　　　　名 議決結果
報告第７号 令和５年度東北町健全化判断比率及び東北町資金不足比率の報告について 報 告 済
報告第８号 令和５年度株式会社おがわら湖事業報告及び決算報告について 報 告 済
認定第１号 令和５年度東北町一般会計歳入歳出決算の認定について 認 定
認定第２号������ 令和５年度東北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定
認定第３号������ 令和５年度東北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定
認定第４号������ 令和５年度東北町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定
認定第５号������ 令和５年度東北町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定
認定第６号������ 令和５年度東北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定
認定第７号������ 令和５年度東北町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認 定
認定第８号 令和５年度東北町上水道事業会計決算の認定について 認 定
議案第70号 令和６年度東北町一般会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に448,253千円を追加） 原案可決

議案第71号 令和６年度東北町国民健康保険事業特別会計補正予算案
（歳入歳出予算の総額に52千円を追加） 原案可決

議案第72号 令和６年度東北町介護保険特別会計補正予算案
（歳入歳出予算の総額に71,237千円を追加） 原案可決

議案第73号 令和６年度東北町介護サービス事業特別会計補正予算案 原案可決

議案第74号 東北町国民健康保険条例の一部を改正する条例案
（国民健康保険法の改正に伴い所要の改正） 原案可決

議案第75号 工事請負契約の締結について
（デジタル共同受信施設放送設備設置工事（乙供サブセンター）） 原案可決

議案第76号 青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
（現行の被保険者証が廃止されることに伴い規約の変更） 原案可決

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について
（任期満了に伴い次期委員候補者として蛯

えび
澤
さわ
孝
たか
義
よし
氏を推薦するため提案） 適 任

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について
（任期満了に伴い次期委員候補者として乙

おと
山
やま
昭
あき
子
こ
氏を推薦するため提案） 適 任

諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について
（任期満了に伴い次期委員候補者として新

にい
舘
だて
邦
くに
子
こ
氏を推薦するため提案） 適 任

諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦について
（任期満了に伴い次期委員候補者として駒

こま
井
い
健
たけし
氏を推薦するため提案） 適 任

常任委員会委員の選任 選 任
議会運営委員会委員の選任 選 任
議員派遣について 派 遣

〇令和６年第３回東北町議会臨時会（令和６年７月５日）
議案番号 件　　　　　名 議決結果
議案第62号 令和６年度東北町一般会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に53,580千円を追加） 原案可決
議案第63号 工事請負契約の締結について（岩渡沢川改修工事） 原案可決
議案第64号 工事請負契約の締結について（小川原通跨線橋上部工撤去工事） 原案可決
議案第65号 財産の取得について（歩道ロータリー除雪車） 原案可決
議案第66号 財産の取得について（スクールバス（中型）） 原案可決

〇令和６年第４回東北町議会臨時会（令和６年７月29日）
議案番号 件　　　　　名 議決結果
議案第67号 令和６年度東北町一般会計補正予算案（歳入歳出予算の総額に99,033千円を追加） 原案可決

議案第68号 令和６年度東北町下水道事業会計補正予算案
（資本的収入及び支出の予定額に6,000千円を追加） 原案可決

議案第69号 財産の取得について（消防ポンプ自動車（小型動力ポンプ付き）） 原案可決
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町長選挙の出馬は

問
①　
令
和
７
年
４
月
の
任

期
満
了
に
伴
う
東
北
町
長
選

挙
へ
の
出
馬
意
向
が
あ
る
の

か
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁　
前
向
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
お
伝
え
し
な
が
ら
、
現

在
は
自
ら
の
業
務
・
職
責
を
果
た

す
こ
と
に
集
中
し
な
が
ら
、
そ
れ

と
並
行
し
て
町
民
の
皆
様
か
ら
意

見
を
拝
聴
し
、
ま
た
私
自
身
の
気

持
ち
と
し
て
出
馬
に
対
し
後
援
会

の
皆
さ
ん
と
今
一
度
相
談
し
、
然

る
べ
き
時
に
は
っ
き
り
と
し
た
意

向
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く

存
じ
ま
す
。

　
就
任
以
来
、
３
年
４
か
月
余
り

＂
安
心
・
幸
せ
・
さ
ら
な
る
挑
戦
＂

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
住
民

力
が
活
き
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
他
５
つ
の
柱
を
掲
げ
行
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
の
皆

様
と
は
、
町
政
発
展
と
町
民
の
幸

せ
を
念
頭
に
議
論
を
深
め
、
わ
た

し
に
と
っ
て
最
も
頼
れ
る
チ
ー
ム

メ
イ
ト
で
あ
る
職
員
の
皆
さ
ん
と

は
＂
傾
聴
・
検
討
・
実
践
＂
を
積

極
的
に
行
い
、
そ
し
て
何
よ
り
町

民
の
皆
様
に
は
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
叱
咤
激
励
を
含
め
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
今
日
ま
で
参
っ

た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と

「
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

「
ご
意
見
箱
」「
町
民
の
声
は
が

き
」
な
ど
ま
ず
は
町
民
の
声
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
町

民
の
皆
様
の
ご
要
望
や
議
員
の
皆

様
か
ら
の
ご
提
案
に
対
し
て
＂
す

ぐ
で
き
る
こ
と
は
速
や
か
に
実
行

す
る
＂
と
い
う
姿
勢
で
臨
み
、
私

の
公
約
に
つ
い
て
は
中
長
期
的
視

点
か
ら
俯
瞰
し
な
が
ら
、
持
続
可

町長選挙のお知らせ
投　票　日：令和７年４月1₃日（日）

期日前投票：令和７年４月９日（水）～

　　　　　　令和７年４月12日（土）

能
性
と
波
及
効
果
を
重
視
し
町
政

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
諸
課
題
が
よ
り

一
層
複
雑
な
形
で
顕
在
化
し
て
き

て
い
る
昨
今
、
我
が
東
北
町
も
例

外
で
は
な
く
山
積
す
る
諸
問
題
へ

の
対
応
に
は
、
私
自
身
や
り
残
し

た
こ
と
も
多
く
今
後
、
よ
り
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
真
正
面
か
ら

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

蛯
えび

沢
さわ

正
まさ

紀
のり

　議員

東　北　町　議　会　だ　よ　り 第78号5（　）令和６年11月₂1日
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青
森
農
協
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

価
格
等
の
条
件
が
折
り
合
わ
ず
今

回
は
見
送
り
と
な
っ
た
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

問
①　
足
湯
の
構
想
を
議
会

に
示
し
て
い
な
い
が
ど
う
し

て
か
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁　
︵
仮
称
︶
足
湯
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度

内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
た

め
、
構
想
及
び
設
計
等
が
整
っ
た

段
階
で
、
議
員
の
方
々
に
ご
説
明

す
る
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
①　
全
国
的
に
少
子
化
が

進
み
、
対
策
に
苦
慮
し
て
お

り
ま
す
が
、
町
長
は
現
状
を

打
破
す
る
た
め
に
ど
ん
な
構

想
、
政
策
又
は
計
画
が
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁　
町
で
は
「
総
合
振
興

道
の
駅
お
が
わ
ら
湖　
　

足
湯
併
設
は　
　
　

計
画
」
等
に
基
づ
き
、
様
々
な
視

点
か
ら
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
一
つ
目
と
し
て
「
生
み
や
す

い
環
境
・
育
て
や
す
い
環
境
」
と

い
う
視
点
か
ら
「
医
療
費
無
償
化

事
業
」
や
「
こ
ど
も
未
来
支
援
金

事
業
」
な
ど
国
や
県
が
進
め
る
事

業
に
速
や
か
に
対
応
し
つ
つ
、
町

独
自
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
つ
目
と
し
て
、「
就
労
の
場
を

つ
く
り
、
次
世
代
を
担
う
人
材
を

定
着
さ
せ
る
」と
い
う
視
点
か
ら
、

「
東
北
町
移
住
支
援
事
業
」や
「
新

婚
世
帯
定
住
促
進
支
援
事
業
」
な

ど
、
三
つ
目
と
し
て
、「
地
域
の

魅
力
を
磨
い
て
発
信
し
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
」
と

い
う
視
点
か
ら
、
町
独
自
の
魅
力

を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
き
、

東
北
町
テ
レ
ビ
や
広
報
紙
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
発
信
し
て
い
く
。
以
上
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
で
、
町
の
活
力
を

保
ち
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

少
子
化
対
策
政
策
は

地域ミニ計画は

問
①　
町
職
員
が
地
域
に
出

向
き
、
地
域
に
住
む
人
々
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
行
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁　

ま
ち
づ
く
り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
中
で
、
主
要
施
策
を

お
話
し
、
近
年
の
身
近
な
課
題
や

新
た
な
要
望
事
項
等
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
後
、
お
伺
い
し
た
意
見

を
踏
ま
え
、
町
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
出
向
き
、
要
望
さ
れ
て

き
た
事
業
等
の
実
施
状
況
の
報
告

や
現
在
の
身
近
な
課
題
等
に
つ
い

て
、
地
域
の
方
々
と
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
新
た
な
地
域
ミ
ニ

計
画
を
作
成
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
①　
７
つ
の
テ
ー
マ
を
掲

げ
て
啓
蒙
活
動
を
し
て
い

る
。
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
販
売
を

し
て
い
る
が
販
売
元
は
ど
こ

か
、
寄
附
金
５
０
０
円
の
寄

附
先
は
ど
こ
か
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁　
小
川
原
湖
水
質
改
善

啓
発
活
動
の
た
め
、
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
の
販
売
を
道
の
駅
お
が
わ
ら

湖
、
小
川
原
湖
漁
協
で
始
め
て
い

ま
す
。
販
売
元
か
ら
は
本
町
に
対

し
、
寄
附
金
と
し
て
寄
附
さ
れ
、

小
川
原
湖
を
中
心
と
し
た
自
然
環

境
の
保
全
及
び
資
源
を
活
か
し
た

観
光
振
興
に
資
す
る
事
業
等
に
充

当
す
る
予
定
で
す
。

問
①　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
マ
ッ
チ
ン
グ
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
新
規
取
引
の
提

案
を
地
元
農
協
に
提
案
し
、

地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献
で

き
る
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁　
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い

て
実
績
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
３

年
間
で
現
金
に
よ
る
寄
附
が
７
件

で
３
，
１
２
７
万
５
千
円
、
物

納
に
よ
る
寄
附
が
４
件
で
金
額

に
す
る
と
計
１
，
０
８
０
万
３
，

６
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
元
農
協
の
提
案
に
つ
い
て
は
、

海
外
に
あ
る
日
本
人
向
け
の
ス
ー

パ
ー
で
販
売
し
て
い
る
「
な
が
い

も
」
の
出
荷
に
つ
い
て
、
ゆ
う
き

小
川
原
湖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

株
式
会
社
Ｒ
Ｃ
Ｇ
は

蛯
えび

澤
さわ

正
まさ

雄
お

　議員
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湖水浴場の水質検査の
結果を踏まえた小川原湖の
水質改善の取り組みは

問
①　
全
国
７
５
９
か
所
の

水
浴
場
で
実
施
さ
れ
た
本
年

度
の
水
質
検
査
で
、
小
川
原

湖
畔
の
３
つ
の
湖
水
浴
場
の

み
が
、
合
格
最
低
ラ
ン
ク
の

水
質
Ｃ
の
判
定
で
あ
っ
た
。

町
は
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長
答
弁　
結
果
に
つ
い
て
は
非

常
に
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
本

町
で
は
、
小
川
原
湖
の
水
質
保
全

及
び
水
環
境
意
識
高
揚
の
た
め
、

近
隣
市
町
村
を
巻
き
込
み
小
川
原

湖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ

て
、
様
々
な
活
動
へ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
、
遊
泳
区
域
の
ゴ

ミ
拾
い
、
藻
の
撤
去
な
ど
環
境
整

備
を
行
い
な
が
ら
、
水
質
改
善
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

問
②　

町
は
、「
小
川
原
湖

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組

み
小
川
原
湖
の
水
質
改
善
を

め
ざ
し
て
い
る
が
、
広
報

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
と
も
に
、

効
果
的
な
具
体
策
も
強
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　
小
川
原
湖
の
環
境
保

全
及
び
改
善
の
た
め
に
、
地
域
ぐ

る
み
で
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
と
考
え
、「
小
川
原
湖
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
周
辺

地
域
住
民
の
環
境
意
識
の
高
揚
を

図
る
目
的
で
Ｐ
Ｒ
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の

制
作
・
販
売
及
び
町
広
報
、
新
聞

等
に
よ
る
情
報
発
信
、
Ｐ
Ｒ
活
動

等
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

は
小
川
原
湖
及
び
流
入
河
川
の
清

掃
活
動
等
を
近
隣
自
治
体
に
拡
大

し
、
流
域
市
町
村
の
環
境
意
識
の

醸
成
を
図
る
と
と
も
に
関
係
機
関

と
連
携
し
水
環
境
の
改
善
対
策
等

を
図
っ
て
参
り
た
い
。

問
③　
小
川
原
湖
の
水
質
に

つ
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
水

質
悪
化
の
原
因
や
対
策
へ
の

認
識
が
深
め
ら
れ
共
有
さ
れ

る
取
り
組
み
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

町
長
答
弁　
小
川
原
湖
の
水
質
悪

化
原
因
は
、
様
々
な
要
因
が
密
接

に
関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
の

特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
が
、
意
見
交
換
及
び
先

進
的
な
改
善
事
例
の
交
換
は
、
必

要
不
可
欠
と
考
え
、
ま
た
、
高
瀬

川
流
域
治
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
小

川
原
湖
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
高
瀬

川
河
川
事
務
所
と
連
携
し
な
が
ら

開
催
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

問
①　
エ
ア
コ
ン
を
一
台
も

設
置
し
て
い
な
い
世
帯
を
対

象
に
、
エ
ア
コ
ン
設
置
へ
の

助
成
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
長
答
弁　
町
で
は
、
現
段
階
で

は
助
成
す
る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
設
置

済
み
の
方
と
の
公
平
性
が
保
た
れ

な
い
こ
と
が
理
由
と
し
て
揚
げ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今

の
気
候
変
動
に
鑑
み
、
国
、
県
に

よ
る
暑
さ
対
策
等
の
支
援
事
業
等

に
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
②　
町
内
会
が
管
理
運
営

す
る
集
会
施
設
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い

か
。 猛

暑
に
対
す
る
対
策
は

町
長
答
弁　
町
内
集
会
所
等
建
設

費
補
助
金
等
交
付
に
関
す
る
規
程

に
お
い
て
、
総
事
業
費
の
２
／
３

以
内
を
補
助
す
る
事
業
が
ご
ざ
い

ま
す
。
補
助
金
の
活
用
を
検
討
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

問
①　
町
の
「
家
庭
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
「
家
庭

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

を
一
体
に
し
た
ア
プ
リ
を
つ

く
り
、
家
庭
ご
み
の
ゴ
ミ
出

し
に
つ
い
て
ス
マ
ホ
な
ど
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　
中
部
上
北
広
域
事
業

組
合
、
七
戸
町
で
協
議
し
必
要
と

な
る
保
守
費
用
等
の
財
政
面
も
含

め
前
向
き
に
検
討
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

家
庭
ご
み
の
ゴ
ミ
出
し
の

　
　
利
便
性
を
改
善
す
る

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を

市
いち

川
かわ

俊
とし

光
みつ

　議員
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各
委
員
会
の
活
動
（
７
月
～
９
月
）

★
総
務
企
画
常
任
委
員
会

開 

催 
日

事　
　
　
件
（
内
容
）

８
月
21
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
税　
務　
課　
①
令
和
５
年
度
町
税
等
の
収
入
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
総　
務　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
財　
政　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
企　
画　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
産
業
建
設
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

８
月
23
日
所
管
事
務
調
査

　

⑴
農
林
水
産
課　
①
水
稲
に
関
す
る
一
部
地
域
で
の
生
育
不
良
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

②
滝
沢
平
土
地
改
良
区
の
解
散
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑵
商
工
観
光
課　
①
小
川
原
湖
ふ
れ
あ
い
村
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑶
建　
設　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　
⑷
農
業
委
員
会　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
教
育
民
生
常
任
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

８
月
22
日
所
管
事
務
調
査

　
⑴
保
健
衛
生
課　
① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
定
期
接
種
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑵
町　
民　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑶
高
齢
介
護
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑷
学　
務　
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

　

⑸
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課　
・
補
正
予
算
の
概
要
説
明

★
議
会
運
営
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

８
月
29
日

9
月
30
日

⑴
会
期
日
程
に
つ
い
て

　
①
令
和
６
年
第
３
回
東
北
町
議
会
定
例
会
付
議
事
件
の
概
要

　
②
議
会
提
出
案
件
（
予
定
）
等

　
③
一
般
質
問
通
告
状
況

⑵
陳
情
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

⑶
各
常
任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

⑴
令
和
６
年
第
５
回
東
北
町
議
会
臨
時
会
に
つ
い
て

★
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
対
策
等
特
別
委
員
会

開 

催 

日

事　
　
　
件
（
内
容
）

９
月
18
日

～
９
月
20
日

視
察
研
修
（
山
形
大
学
医
学
部
東
日
本
重
粒
子
セ
ン
タ
ー
）

　
　
〃　
　

 （
女
川
原
子
力
発
電
所
）

　
　
〃　
　

 （
新
仙
台
火
力
発
電
所
）

★
議
会
広
報
特
別
委
員
会

開 
催 
日

事　
　
　
件
（
内
容
）

７
月
22
日

９
月
25
日

⑴
議
会
だ
よ
り
第
77
号
の
編
集
に
つ
い
て

町
村
議
会
広
報
研
修
会
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委
員
会
報
告

○
総
務
企
画
常
任
委
員
会

（
８
月
₂1
日
開
催
）

　
委
員
長　

沼　
山　
浩　
幸

所
管
事
務
調
査
結
果

税
務
課

・
令
和
５
年
度
町
税
等
の
収
入
状

況
に
つ
い
て

　
現
年
分
の
収
入
済
額
は
、
町
民

税
個
人
が
５
億
６
，
２
７
２
万
３

９
７
円
、
法
人
税
が
６
，
３
４
４

万
４
，
１
０
０
円
、
固
定
資
産
税

が
９
億
３
２
３
万
７
０
０
円
、
軽

自
動
車
税
が
７
，
１
０
７
万
７
，

０
０
０
円
、
た
ば
こ
税
が
１
億
６
，

７
２
１
万
１
，
２
８
６
円
、
入
湯

税
が
１
２
９
万
１
，
５
０
０
円
、

国
民
健
康
保
険
税
が
３
億
７
，
５

５
９
万
６
，
５
０
５
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
滞
納
繰
越
分
の
収
入

済
額
は
、
町
民
税
の
個
人
が
６
０

７
万
８
，
９
４
５
円
、
固
定
資
産

税
が
５
１
６
万
８
，
３
８
９
円
、

軽
自
動
車
税
が
１
０
５
万
２
，
３

４
６
円
、
国
民
健
康
保
険
税
が
２
，

２
２
４
万
１
，
６
７
６
円
と
な
っ

て
お
り
、
合
計
収
入
済
額
が
22
億

81
万
１
，
０
４
４
円
、
徴
収
率
は

92
・
57
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

不
能
欠
損
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
税
が
１
３
６
万
８
，
８
５
５
円
、

固
定
資
産
税
が
６
０
１
万
２
，
４

３
３
円
、
軽
自
動
車
税
が
１
１
２

万
９
，
１
０
０
円
、
法
人
税
が
10

万
１
０
０
円
、
国
民
健
康
保
険
税

が
４
７
６
万
８
，
６
７
９
円
、
合

計
で
１
，
３
３
７
万
９
，
１
６
７

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
税
務
課
で
は
今
後
も
財
産
調
査

を
行
い
、
財
産
の
有
無
を
確
認
し

た
上
で
滞
納
処
分
を
し
っ
か
り
と

執
行
し
て
参
り
ま
す
が
、
滞
納
者

の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
福
祉

的
配
慮
も
心
が
け
て
、
適
正
な
債

権
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

︻
質
疑
︼
国
民
健
康
保
険
税
の
収

入
未
済
額
が
毎
年
２
，
０
０
０
万

円
位
あ
り
、
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
。

︻
回
答
︼
年
々
被
保
険
者
数
と
保

険
税
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
な
か

な
か
滞
納
額
は
減
っ
て
い
か
な
い

現
状
で
す
。
今
後
も
夜
間
の
納
税

相
談
等
も
し
な
が
ら
、
様
々
対
策

を
打
っ
て
徴
収
強
化
を
し
て
い
き

た
い
。

そ
の
他

・
令
和
６
年
８
月
４
日
の
局
地
的

大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
に
つ
い

て

　
８
月
４
日
午
後
４
時
20
分
頃
国

道
３
９
４
号
線
の
法
面
が
崩
れ
、

約
15
メ
ー
ト
ル
下
の
東
北
温
泉
に

土
砂
が
流
れ
込
み
、
男
湯
の
窓
ガ

ラ
ス
が
割
れ
、
湯
船
と
露
天
風
呂

が
土
砂
に
埋
ま
り
、
利
用
客
の
男

性
が
足
に
軽
傷
を
お
っ
た
。
ま
た
、

そ
の
付
近
で
も
県
道
８
号
線
の
ス

バ
ル
東
北
付
近
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

が
設
置
し
て
あ
る
法
面
が
雨
水
で

え
ぐ
ら
れ
ミ
ラ
ー
が
倒
壊
し
た
。

　
町
の
対
応
と
し
て
は
、
町
内
巡

回
や
自
主
避
難
所
の
確
保
、
町
災

害
情
報
連
絡
室
を
設
置
な
ど
、
県

の
対
応
と
し
て
は
、
片
側
通
行
や

県
知
事
現
地
視
察
、
災
害
箇
所
の

測
量
と
応
急
処
置
開
始
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

︻
要
望
︼
車
道
が
坂
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
冬
場
は
事
故
の
可
能
性

が
非
常
に
高
く
な
る
の
で
、
迂
回

路
に
す
る
な
ど
の
対
策
を
県
と
も

詰
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

「局地的大雨災害現場」
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も
通
常
通
り
の
生
育
状
況
の
水
田

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
因
は
水
質

だ
け
で
は
な
く
、
田
植
え
の
時
期

や
苗
の
状
態
、
そ
の
後
の
天
候
状

況
な
ど
複
数
の
要
因
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
今
後
も
Ｅ
Ｃ
値
と
塩
化

物
イ
オ
ン
濃
度
の
水
質
調
査
を
実

施
す
る
。

︻
質
疑
︼
収
量
減
の
補
償
で
す
が
、

今
回
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
た
ち
は

共
済
組
合
等
に
加
入
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
。

︻
回
答
︼
水
稲
の
補
償
に
関
し
て

は
水
稲
共
済
と
収
入
保
険
の
２
種

類
あ
り
、
多
く
の
方
は
ど
ち
ら
か

に
加
入
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

・
滝
沢
平
土
地
改
良
区
の
解
散
に

つ
い
て

　
滝
沢
平
土
地
改
良
区
で
は
解
散

に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
き
た

が
「
解
散
の
要
件
と
し
て
、
土
地

改
良
区
の
財
産
を
処
分
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
財
産
の
処
分
方
法
の
一
つ

と
し
て
町
へ
寄
付
し
た
い
旨
の
要

望
を
受
け
た
。
寄
付
を
受
け
る
内

容
は
、
公
衆
用
道
路
な
ど
２
７
０

筆
、
2₆
万
７
，
６
７
７
㎡
。

　
今
後
は
、
旧
滝
沢
平
土
地
改
良

区
相
談
人
を
選
任
し
、
原
則
３
年

間
、
何
か
あ
っ
た
場
合
の
町
と
の

協
議
窓
口
に
な
っ
て
も
ら
う
な
ど

対
応
し
て
い
く
。

商
工
観
光
課

・
小
川
原
湖
ふ
れ
あ
い
村
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

　
小
川
原
湖
ふ
れ
あ
い
村
は
、
町

民
だ
け
で
な
く
、
町
内
外
か
ら
も

訪
れ
る
町
の
観
光
主
要
ス
ポ
ッ
ト

で
す
が
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
が

課
題
と
な
る
な
か
、
近
年
キ
ャ
ン

プ
需
要
は
大
き
く
変
化
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
生
活
必
需
品
と

な
り
、
災
害
多
発
に
よ
る
防
災
対

策
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
か
つ
持
続

可
能
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
取

り
組
み
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑴　
暑
さ
対
策

　
既
設
の
ケ
ビ
ン
ハ
ウ
ス
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
、
快
適
に
過
ご
せ

る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

⑵　
通
信
環
境
対
応

W
i

－

F
i
環
境
を
整
備
し
ま

す
。

⑶　
「
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
」
と

「
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
」︵
民
間
事
業

者
対
応
︶

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
て
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
と
併

設
す
る
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
を
設
置
し

ま
す
。

⑷　
防
災
対
策

　
既
存
の
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
を
有

事
の
際
の
避
難
場
所
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
整
備
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
温
泉
マ
ッ
プ
・
観
光

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
、
道
の
駅

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
修
を
予
定
し
て

う
い
ま
す
。

︻
質
疑
︼
道
の
駅
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

改
修
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
で
予
約
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

︻
回
答
︼
改
修
が
終
わ
れ
ば
ネ
ッ

ト
で
の
予
約
が
可
能
と
な
り
ま

す
。そ

の
他

・
令
和
６
年
８
月
４
日
の
土
砂
崩

落
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
８
月
４
日
午
後
４
時

20
分
頃
局
地
的
大
雨
に
よ
り
土
砂

の
崩
壊
が
発
生
し
、
東
北
温
泉
の

建
物
の
中
に
土
砂
が
流
れ
込
ん

だ
。
国
道
３
９
４
号
線
は
県
の
管

轄
と
な
り
ま
す
が
、
片
側
が
組
立

歩
道
と
な
っ
て
お
り
歩
道
の
下
ま

で
土
砂
が
崩
れ
て
い
る
状
態
で
、

路
体
の
ほ
う
に
影
響
が
あ
る
と
二

次
災
害
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
片
側
車
線
を
通
行
止
め

と
し
て
い
る
。

・
ク
マ
等
の
出
没
時
の
対
応
に
つ

い
て

　
令
和
５
年
８
月
31
日
に
「
ク
マ

等
︵
ク
マ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
︶
出
没
時
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
制
定
し
、
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
連
絡
体
制
の
整
備

や
初
動
対
応
、
警
戒
レ
ベ
ル
ご
と

の
対
応
を
各
関
係
機
関
ご
と
に
明

記
し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
３
月

27
日
設
立
し
た
「
東
北
町
鳥
獣
被

害
対
策
協
議
会
」
及
び
「
東
北
町

上
北
地
区
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

設
置
要
綱
」
に
よ
り
対
応
し
て
い

く
。

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
８
月
₂3
日
開
催
）

　
委
員
長　

坂　
本　
直　
大

所
管
事
務
調
査
結
果

農
林
水
産
課

・
水
稲
に
関
す
る
一
部
地
域
で
の

生
育
不
良
に
つ
い
て

　
５
月
下
旬
以
降
「
水
稲
の
生
育

状
況
が
悪
い
」
と
の
情
報
が
寄
せ

ら
れ
た
た
め
現
地
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
一
部
の
水
田
で
生
育
不
良

が
見
受
け
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
小

川
原
湖
か
ら
取
水
し
て
耕
作
し
て

い
る
水
田
だ
っ
た
た
め
、
県
の
協

力
を
得
て
水
質
調
査
を
行
っ
た
。

　
被
害
の
状
況
は
、
約
30
㏊
、
調

査
︵
分
析
︶
結
果
は
、
Ｅ
Ｃ
値
が

高
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

高
い
Ｅ
Ｃ
値
の
状
況
で
栽
培
し
た

た
め
苗
が
影
響
を
受
け
た
と
考
え

ら
れ
る
。
同
じ
取
水
源
で
あ
っ
て
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○
教
育
民
生
常
任
委
員
会

（
８
月
₂₂
日
開
催
）

　
委
員
長　

田　
嶋　
　
　
悟

所
管
事
務
調
査
結
果

保
健
衛
生
課

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

定
期
接
種
に
つ
い
て

１
．
接
種
計
画

　
予
防
接
種
の
分
類
：
定
期
接

種
Ｂ
類
、
努
力
義
務
な
し

　
接
種
時
期
：
令
和
6
年
10
月

か
ら

　
対
象
者
：
₆5
歳
以
上
、
₆0
～

₆₄
歳
で
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い

方
２
．
接
種
費
用

　
１
人
１
５
，
３
０
０
円

　
　
う
ち
自
己
負
担
額
２
千
円

そ
の
他

・
台
湾
台
北
市
中
学
校
交
流
事
業

報
告

　
令
和
６
年
７
月
23
日
︵
火
︶
か

ら
27
日
︵
土
︶
ま
で
の
４
泊
５
日
、

台
湾
台
北
市
に
上
北
中
10
名
、
東

北
中
10
名
を
含
め
中
学
校
交
流
事

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
台
風
の

影
響
に
よ
り
事
業
内
容
が
変
更
と

な
り
、
ホ
ス
ト
先
で
の
宿
泊
が
１

泊
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民

区
役
所
表
敬
訪
問
は
中
止
、
歓

迎
・
送
別
晩
餐
会
は
一
緒
に
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
最
終
日
に
は
天
母

國
民
中
学
校
内
見
学
で
き
無
事
帰

路
に
着
い
て
お
り
ま
す
。

○
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
対
策
等
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

蛯　
名　
竜　
也

調
査
の
概
要
と
結
果

　
令
和
６
年
４
月
19
日
、
町
側
か

ら
町
長
、
副
町
長
及
び
担
当
課
長

の
出
席
を
求
め
、
令
和
６
年
度
活

動
計
画
及
び
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

事
業
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
を
議

題
と
し
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
活
動
計
画
に
つ
い

て
は
、
町
側
か
ら
視
察
先
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、
令
和
６
年
９

月
18
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
、
山

形
大
学
医
学
部
東
日
本
重
粒
子
セ

ン
タ
ー
︵
山
形
県
︶、
女
川
原
子

力
発
電
所
及
び
新
仙
台
火
力
発
電

所
︵
宮
城
県
︶
を
視
察
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事

業
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
は
、
町

側
か
ら
資
料
に
基
づ
い
て
説
明
を

受
け
、
再
処
理
工
場
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
工
場
ほ
か
３
施
設
の
稼
働
状
況

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
場
３
階
大
会
議
室
に

お
い
て
「
再
処
理
工
場
と
放
射
線

に
つ
い
て
」
日
本
原
燃
の
方
に
講

演
い
た
だ
き
研
修
を
行
い
、
放
射

線
の
基
礎
、
放
射
線
の
人
体
影
響
、

再
処
理
工
場
の
放
出
管
理
、
再
処

理
工
場
か
ら
の
影
響
評
価
、
環
境

放
射
線
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

︻
質
疑
︼
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

単
位
表
示
Ｇｙ
（
グ
レ
イ
）
が
住

民
が
知
っ
て
い
る
Ｓ
ｖ
（
シ
ー
ベ

ル
ト
）
で
な
い
の
で
、
判
断
す
る

の
は
難
し
い
と
思
う
。
Ｇｙ
を
Ｓ

ｖ
へ
あ
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

︻
回
答
︼
実
際
に
は
単
純
に
比
較

で
き
ま
せ
ん
が
、
国
で
は
Ｇｙ
×

０
．
７
が
Ｓ
ｖ
に
相
当
す
る
と
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時
に

お
い
て
は
１
Ｇｙ
＝
１
Ｓ
ｖ
と
換

算
し
て
迅
速
な
対
応
を
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

「再処理工場と放射線について」研修
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○
小
川
原
湖
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

蛯　
沢　
正　
紀

調
査
の
概
要
と
結
果

⑴　
令
和
５
年
９
月
28
日
、
町
側

と
合
同
で
高
瀬
川
河
川
事
務
所

へ
、
10
月
２
日
、
東
北
地
方
整

備
局
・
国
土
交
通
省
及
び
青
森

県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て
高

瀬
川
︵
小
川
原
湖
︶
の
保
全
と

整
備
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い

て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
３
日
～
５
日
は
、

美
浜
町
及
び
若
狭
町
を
表
敬
訪

問
し
、
三
方
五
湖
自
然
再
生
協

議
会
が
行
う
久
々
子
湖
の
し
じ

み
の
な
ぎ
さ
再
生
事
業
や
稚
魚

育
成
田
の
取
組
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

⑵　
令
和
５
年
10
月
27
日
、
町
側

か
ら
町
長
、
副
町
長
及
び
担
当

課
長
の
出
席
を
求
め
、
視
察
研

修
所
見
に
つ
い
て
を
議
題
と
し

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
事
務
局

か
ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
後
委

員
か
ら
所
見
を
伺
い
今
後
の
参

考
と
い
た
し
ま
し
た
。

〇
主
な
所
見

　
三
方
五
湖
自
然
再
生
協
議
会
立

ち
上
げ
、
役
場
・
農
協
・
漁
協
・

そ
の
他
各
種
団
体
と
地
域
連
携
し
、

取
り
込
み
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
水
質
や
環
境
汚
染
な
ど
小
川
原

湖
も
環
境
問
題
を
抱
え
て
い
る
の

で
、
自
然
環
境
へ
の
取
組
な
ど
地

域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

⑶　
令
和
５
年
12
月
21
日
、
小
川

原
湖
流
入
河
川
の
環
境
整
備
と

保
全
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い

て
、
町
側
と
合
同
で
青
森
県
県

土
整
備
部
へ
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

⑷　
令
和
６
年
３
月
１
日
、
町
側

か
ら
町
長
、
副
町
長
及
び
担
当

課
長
の
出
席
を
求
め
、
顎
口
虫

に
対
す
る
パ
ル
ス
処
理
効
果
実

証
事
業
に
つ
い
て
を
議
題
と
し

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
概
要
と
し
て
は
、
シ
ラ

ウ
オ
な
ど
淡
水
・
汽
水
産
魚
類
の

食
の
安
全
を
担
保
と
す
る
パ
ル
ス

殺
虫
処
理
技
術
の
開
発
に
つ
い
て
、

顎
口
虫
感
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、

パ
ル
ス
パ
ワ
ー
を
用
い
た
顎
口
虫

殺
虫
方
法
の
開
発
及
び
生
食
流
通

再
開
に
向
け
た
市
場
分
析
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

︻
質
疑
︼
シ
ラ
ウ
オ
か
ら
顎
口
虫

が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、

ど
う
い
う
方
法
で
実
験
を
行
う
の

か
。

︻
回
答
︼
他
の
生
物
を
採
取
し
パ

ル
ス
パ
ワ
ー
で
殺
虫
で
き
る
か
を

令
和
６
年
３
月
18
日
～
19
日
、

三
沢
飛
行
場
の
運
用
に
よ
る
障

害
緩
和
と
生
活
環
境
整
備
に
関

す
る
要
望
書
に
つ
い
て
、
町
側

と
合
同
で
東
北
防
衛
局
、
防
衛

省
、
青
森
県
選
出
国
会
議
員
に

対
し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

⑷　
令
和
６
年
３
月
1₄
日
、
日
本

国
内
の
オ
ス
プ
レ
イ
運
用
再
開

に
関
す
る
要
請
書
に
つ
い
て
、

町
側
と
合
同
で
東
北
防
衛
局
三

沢
事
務
所
に
対
し
て
要
請
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

⑸　
令
和
６
年
５
月
13
日
、
町
側

か
ら
町
長
・
副
町
長
及
び
担
当

課
長
の
出
席
を
求
め
、
要
望
活

動
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
要
望
活
動
の

日
程
に
つ
い
て
は
、
６
月
３
日

か
ら
６
月
４
日
を
予
定
。

⑹　
令
和
６
年
６
月
３
日
～
４
日
、

三
沢
飛
行
場
の
運
用
に
よ
る
障

害
緩
和
と
生
活
環
境
整
備
に
関

す
る
要
望
書
に
つ
い
て
、
町
側

と
合
同
で
東
北
防
衛
局
、
防
衛

省
、
青
森
県
選
出
国
会
議
員
に

対
し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

○
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

甲　
地　
　
　
昇

調
査
の
概
要
と
結
果

⑴　
令
和
５
年
11
月
30
日
、
米
空

軍
横
田
基
地
所
属
の
Ｃ
Ｖ

－

22

オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
墜
落
事
故

に
つ
い
て
、
速
や
か
な
原
因
究

明
及
び
国
内
に
配
備
さ
れ
た
Ｃ

Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
全
機
整
備

点
検
を
行
う
と
共
に
飛
行
に
係

る
安
全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
訓

練
及
び
飛
行
を
中
止
す
る
よ
う

町
側
と
合
同
で
東
北
防
衛
局
三

沢
防
衛
事
務
所
へ
要
請
し
た
。

⑵　
令
和
６
年
１
月
30
日
、
町
側

か
ら
町
長
・
副
町
長
及
び
担
当

課
長
の
出
席
を
求
め
、
要
望
活

動
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
要
望
活
動
の

日
程
に
つ
い
て
は
、
２
月
６
日

か
ら
２
月
７
日
を
予
定
。

⑶　
令
和
６
年
２
月
６
日
～
７
日
、

久々子湖しじみ漁

稚魚育成田の取組
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行
い
、
そ
の
次
に
シ
ラ
ウ
オ
に
寄

生
さ
せ
殺
虫
で
き
る
か
行
い
ま
す
。

⑸　
令
和
６
年
５
月
13
日
、
町
側

か
ら
町
長
・
副
町
長
及
び
担
当

課
長
の
出
席
を
求
め
、
要
望
活

動
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
要
望
活
動
の

日
程
に
つ
い
て
は
、
５
月
29
日
、

６
月
４
日
か
ら
５
日
を
予
定
。

⑹　
令
和
６
年
５
月
30
日
、
町
側

か
ら
町
長
及
び
担
当
課
長
が
出

席
し
、
小
川
原
湖
・
堆
積
土
砂

の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
高
瀬
川
河
川
事
務
所
の
説

明
の
も
と
、
砂
土
路
川
河
口
の

土
砂
堆
積
状
況
及
び
覆
砂
投
入

状
況
に
つ
い
て
現
地
確
認
し
状

況
を
把
握
し
ま
し
た
。

⑺　
令
和
６
年
５
月
29
日
、
６
月

４
日
～
５
日
、
高
瀬
川
︵
小
川

原
湖
︶
の
保
全
と
整
備
に
関
す

る
要
望
書
に
つ
い
て
、
町
側
と

合
同
で
、
５
月
29
日
高
瀬
川
河

川
事
務
所
へ
、
６
月
４
日
～
５

日
東
北
地
方
整
備
局
・
国
土
交

通
省
及
び
青
森
県
選
出
国
会
議

員
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
委
員
長　

和　
田　
勇　
人

調
査
の
概
要
と
結
果

⑴　
令
和
５
年
12
月
13
日
、
町
側

か
ら
町
長
、
副
町
長
及
び
担
当

課
長
の
出
席
を
求
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
つ
い
て

を
議
題
と
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

会
議
シ
ス
テ
ム
の
概
要
と
実
演

を
行
い
ま
し
た
。

　
①　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス

テ
ム
の
概
要

　
　
シ
ス
テ
ム
名
：
サ
イ
ド
ブ
ッ

ク
ス
︵
東
京
イ
ン
タ
ー
プ
レ

イ
株
式
会
社
︶

　
　
導
入
状
況
：
自
治
体
導
入
実

績
は
６
４
４
件
、
県
内
1₆
件

　
　
月
額
費
用
：
初
期
設
定
料
金

は
８
万
円
、
月
額
基
本
料
金

は
２
万
円
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料

50
名
ご
と
月
１
万
円
、
追
加

容
量
は
月
５
Ｇ
Ｂ
２
万
５
千

円
か
ら

　
②　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス

テ
ム
の
実
演

　
　
講
師
：
延
山
徹
︵
東
京
イ
ン

タ
ー
プ
レ
イ
株
式
会
社
︶

　
　
内
容
：
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

用
意
し
サ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ス
の

機
能
や
利
用
例
な
ど
を
説
明
。

︻
質
疑
︼
１
Ｇ
Ｂ
の
容
量
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

︻
回
答
︼
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
資
料
で
大
体

１
万
５
千
ペ
ー
ジ
く
ら
い
、
１
年

分
の
議
案
集
と
同
じ
く
ら
い
に
な

り
ま
す
。

⑵　
令
和
６
年
５
月
27
日
、
町
側

か
ら
町
長
、
副
町
長
及
び
担
当

課
長
の
出
席
を
求
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
つ
い
て

︵
導
入
に
係
る
経
費
︶
を
議
題

と
し
て
開
催
し
、
委
員
会
と
し

て
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
①　
機
器
︵
タ
ブ
レ
ッ
ト
︶
購

入
費

　
　
前
回
実
演
し
た
機
器
を
購
入

し
た
場
合
は
現
時
点
で
議
会

側
：
４
，
１
７
７
，
９
１
０

円
、
執
行
部
：
５
，
２
７
７
，

３
６
０
円
。

　
②　
通
信
費

　
　
基
本
料
金
、
サ
ポ
ー
ト
代
、

ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
使
用
料
な

ど
年
間
１
，
１
５
６
，
７
１

６
円

　
③　
新
規
契
約
費
用

　
　
月
額
３
，
８
５
０
円

　
④　
シ
ス
テ
ム
使
用
料

　
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ

ム
の
サ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ス
を
導

入
し
た
場
合
、
初
期
費
用
や

基
本
料
金
・
ラ
イ
セ
ン
ス
料

を
含
め
７
２
６
，
０
０
０
円

︻
質
疑
︼
議
場
で
の
通
信
状
況
は

ど
う
な
る
の
か
。

︻
回
答
︼
議
場
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
の
工
事
が
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
他
と
し
て
、
今
後
の
議
題

と
し
て
議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て

協
議
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。タブレット研修
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行政視察研修報告
　令和６年６月17日（月）から21日（金）にかけて、山口県及び兵庫県に議員14名に町長が
同行し行政視察研修を行いました。視察研修内容は、山口県長門市、萩市、阿武町、兵庫県
神戸市の６取組について取組み内容を確認し今後の町政の発展と議会運営のために生かして
いきます。所感は、抜粋して掲載しております。

【阿武町】デマンド型交通
　「デマンド型交通」は、タクシーのように、予約に
応じて好きな時間・好きな場所に送迎してくれる交通
サービスです。
★★★議員所感★★★
　人口約3,000人、高齢化率51.68％の小さな町は若
者が少ないだけにアクティブシニアが活発に地域の問
題に取り組んでいるのがデマンド交通の始まりと考え
られる。行政発信ではなく町民発信で、様々な機関と
意見交換や視察を重ねており、講座や講習を開催したり町民の努力（協力）が現在につながっ
ているのではないだろうか。我が町に照らし合わせた場合、まずは町民に今の交通事情につ
いての聞き取りや現状を把握するところからと考えられる。

【萩市】道の駅萩しーまーと
　少量多品種を武器とする漁港・魚市場直結型の水産
物直売所、萩市の地産地消の拠点施設として施設全体
の売り上げ年間約10億円、年間来客数150万人までに
成長しております。
★★★議員所感★★★
　前道の駅長の手腕で全国区の道の駅として歩んでき
た道筋に対してかなり勉強させられるものがあるが、
東北町の利益に落とし込んだ場合は、地域の歴史や住
民の気質、産業構造や道の駅の出資構成等の要素の違いに着目しながら一時的なバズりを求
めることなく持続可能な東北町の『らしさ』に合った道の駅の姿を模索するべきと感じた。

【長門市】庁舎建設プロジェクト
　市民の ｢安全・安心｣ の拠点として、利用しやすく
親しみのある庁舎を木造で実現することがテーマにあ
る庁舎。RC造とのハイブリット構造・免震構造の組合
せによる地元産材を適材適所に使用し将来に対する柔
軟性・安全性に配慮した庁舎機能を確保している。
★★★議員所感★★★
　庁舎の機能が一目でわかる５階吹き抜け空間、適材
適所の地元産材利用、２時間耐久木造プラス免震構造

東　北　町　議　会　だ　よ　り第78号 14令和６年11月21日（　）

行
政
視
察
研
修
報
告



など市民の安全安心を基本に市民が利用しやすい空間やデザイン、萩焼登板パネルなど親し
みやすい取組みが随所にあり、今後、庁舎建設に大変参考となりました。

【長門市】ながと物産合同会社
　ながと成長戦略行動計画の重点目標の１つである
「ながとブランド」の大都市圏展開を担う合同会社で、
市、農協、漁協、養鶏農協の４社が出資して設立して
いる。
★★★議員所感★★★
　ながと成長戦略推進事業による丁寧かつ戦略的に議
論してきたことが分かる道の駅センザキッチンのゾー
ニングと店舗内容だと感じた。客の痒いところに届く
バリエーション豊富な構成のため、リピーターがかな
り多いのではないかと感じた。わが町でも有識者を交えて成長戦略を策定することが重要だ
と感じた。

【神戸市】人と防災未来センター
　兵庫県淡路島北部を震源とするマグニチュード７．３
の地震が発生し甚大な被害をもたらしました。この阪
神・淡路大震災の経験と教訓を継承し、防災・減災の
実現のために必要な情報を発信する施設です。
★★★議員所感★★★
　阪神・淡路大震災で、高齢化が進む大都市を直撃し
た当時の被災状況や被災にあった経験と教訓を生かし
て、被災をいかに最小限に留めるために、日頃から一
人一人の ｢自助・共助｣ の大切さを学び、加えて ｢公
助｣ での減災という考え方での街作りを勉強させて頂きました。

【神戸市】福祉のまちづくり研究所
　介護ロボット機器など約700点の展示を備え、介護
技術の普及を目指した事業に取り組んでいる。福祉用
具展示ホールには、使い方やユニバーサル社会づくり
について学ぶことが出来る。
★★★議員所感★★★
　生活支援、自立支援は今後さらに進むであろう高齢
化に必要な支援であると考える。極力自力で生活をす
るために様々な用具が開発されておりその進化には驚
いた。しかし、現実問題として一個人が取り入れるに
は相当な財政負担があると考えられ、町で補助ができれば自立の支援につながると思う。
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☆
お
知
ら
せ

議 会 の 動 き（７～９月）
月　日 用　　　　　　務
７月５日 第３回臨時会

７月９日 全国市議会議長会基地協議会理事会

７月17日 県下町村議会議員研修会

７月19日 上北郡町村議会議長会　第２回定例会

７月22日 議会広報特別委員会

７月23日 ６基地関係市町村議会連絡協議会総会

７月29日 第４回臨時会

８月６日 全国市議長会基地協議会東北部会定期総会

８月21日 総務企画常任委員会　

８月22日 教育民生常任委員会

８月23日
産業建設常任委員会

タブレット操作実演研修会

８月29日 議会運営委員会

９月２日 原子力施設環境放射線等監視評価会議監視委員会

９月５日 定例会

月　日 用　　　　　　務
９月10日 定例会

９月11日 定例会

９月12日 定例会
９月18日
～

９月20日

原子燃料サイクル対策等特別委員会視察研修
（山形大学医学部東日本重粒子センター、女川
原子力発電所、新仙台火力発電所）

９月30日 議会運営委員会

　
今
月
は「
議
会
だ
よ
り
第
78
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
号
は
、
９
月
定
例
会
を
主
に

編
集
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
一
部

を
要
約
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
町

民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
作

り
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
ご
意

見
、
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
議　
　
長　
岡　
山　
粕　
男

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委 

員 

長　
和　
田　
勇　
人

　
副
委
員
長　
大　
崎　
昭　
子

　
委　
　
員　
田　
嶋　
　
　
悟 

　
委　
　
員　
笹　
倉　
　
　
健

　
委　
　
員　
坂　
本　
直　
大

　
委　
　
員　
斗　
賀　
高
太
郎

ＴＥＬ　0176-56-4227
ＦＡＸ　0176-56-3110

東
北
町
テ
レ
ビ

（
東
北
町
自
主
放
送
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

町
議
会
12
月
定
例
会
の
放
送

予
定
は
12
月
上
旬
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
再
放
送
は
、

翌
日
の
午
後
７
時
か
ら
放
送

予
定
。

放
送
日
程
や
内
容
は
、
リ
モ
コ
ン

の
「
番
組
表
」
ボ
タ
ン
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

R6.9.19　宮城県女川原子力発電所視察R6.9.18　山形県東日本重粒子センター視察

原子燃料サイクル対策等特別委員会

東　北　町　議　会　だ　よ　り第78号 16令和６年11月21日（　）

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。


